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臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
支
援
課

　☎
２３

−

３
９
６
２

問
い
合
わ
せ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
給
付
金
受
付
窓
口
）

　☎
０
８
７
５

−

２
３

−

３
９
８
１

　
　
　こ
の
電
話
回
線
は
、
７
月
１
日
か
ら
開
設
し
ま
す

臨
時
福
祉
給
付
金

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

※
振
り
込
み
は
、
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。

【
受
付
窓
口
】

【
支
給
決
定
後
の
振
り
込
み
予
定
】

【
申
請
期
間
】

支
給
対
象
者

　平
成
２６
年
１
月
１
日
現
在
、
観
音
寺
市
に
住
民
登
録

が
あ
り
、
平
成
２６
年
度
分
の
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課

税
さ
れ
て
い
な
い
人

　た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
等
や
生

活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
な
ど
は
対
象
外

給
付
額

　支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

　た
だ
し
、
左
記
の
年
金
や
手
当
な
ど
の
受
給
者
は
１

人
に
つ
き
５
千
円
を
加
算

注
意　複

数
の
加
算
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、
加
算
さ
れ
る

額
は
１
人
に
つ
き
５
千
円

（
加
算
対
象
と
な
る
年
金
や
手
当
な
ど
の
一
覧
）

①
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

※

　②
児
童
扶
養
手
当

　③
特
別
児
童
扶
養
手
当

　④

障
害
児
福
祉
手
当

　⑤
特
別
障
害
者
手
当

　⑥
経
過
的

福
祉
手
当

　⑦
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
※

　⑧
毒
ガ
ス
障

害
者
対
策
手
当
※

　⑨
ガ
ス
障
害
者
対
策
手
当
※

　⑩

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
健
康
被
害
救
済
給
付
金
※

　⑪

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
給
付

金
※

　⑫
副
作
用
救
済
給
付
ま
た
は
感
染
救
済
給
付
※

※
加
算
の
対
象
と
な
る
年
金
、
手
当
な
ど
に
制
限
が
あ

る
も
の

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

７
月
１
日（
火
）～

　
　平
成
２７
年
１
月
５
日（
月
）

　
　
　
　
　
　（
当
日
消
印
有
効
）

　以
下
の
内
容
は
、
い
ず
れ
の

給
付
金
も
共
通
で
す
。

支
給
対
象
者

　平
成
２６
年
１
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
含
む
）の
受
給
者
で
、

平
成
２５
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
人

　た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の

支
給
対
象
者
や
生
活
保
護
制
度
の

被
保
護
者
な
ど
は
対
象
外

給
付
額

　児
童
手
当
の
対
象
児
童
１
人
に

つ
き
１
万
円

注
意　申

請
書
は
、
平
成
２６
年
１
月
分

の
児
童
手
当
受
給
者
全
員
に
送
付

し
て
い
ま
す
が
、
右
記
の
要
件
を

満
た
さ
な
い
人
は
対
象
外

　観
音
寺
市
役
所
本
庁
地
下
会
議
室
（
施
設
利
用
の
都
合

上
、
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　申
請
は
、
原
則
郵
送
で
す
が
、
窓
口
で
申
請
を
す
る
場

合
の
受
付
期
間
等
は
７
月
１
日
（
火
）
～
平
成
２７
年
１
月
５

日
（
月
）
ま
で
の
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
１２
月
２９
日
～
平

成
２７
年
１
月
３
日
ま
で
を
除
く
）
午
前
１０
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
で
す
。

　第
１
回
振
り
込
み

　
　
　
　８
月
中
旬

　第
２
回
以
降
振
り
込
み

　
　毎
月
中
旬

　第
１
回
振
り
込
み

　
　
　
　８
月
下
旬

　第
２
回
以
降
振
り
込
み

　
　毎
月
下
旬

　振
り
込
み
予
定
は
、
現
時
点
で
の
予
定
で
あ
り
、
予
告

な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
支
給
決
定
が
さ
れ
た
人
に
は
支
給
決
定
通
知
等

で
、
確
定
し
た
振
込
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
、
所
得
の
低
い
人
や
子

育
て
世
帯
に
対
し
、
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
ま
た
は
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
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　市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の

現
金
自
動
受
け
払
い
機
）
の
操
作

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
臨

時
福
祉
給
付
金
を
支
給
す
る
た
め

に
、
手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を

求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。　自

宅
や
職
場
な
ど
に
、
市
の
職

員
な
ど
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話

や
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
は
、
迷
わ

ず
最
寄
り
の
警
察
署
や
市
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

観
音
寺
警
察
署

　
　
　
　
　
　☎

２５

−

０
１
１
０

警
察
相
談
専
用
電
話

　＃
９
１
１
０

観
音
寺
市
子
育
て
支
援
課
給
付
金

受
付
窓
口

　
　☎

２３

−

３
９
８
１

①
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
ま
た
は
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

の
う
ち
、
支
給
さ
れ
る
の
は
ど
ち
ら
か
１
つ
で
す
。

②
平
成
２６
年
１
月
１
日
か
ら
支
給
決
定
ま
で
の
間
に
死
亡
し
た
人
は
、

支
給
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

③
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
書
と
関
係
書
類
の
提
出

が
必
要
で
す
。
不
備
が
な
い
よ
う
に
確
認
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
不
備
に
よ
る
振
り
替
え
不
能
等
が
原
因
で
支
給
が
で
き
な

く
相
当
な
期
間
、
確
認
や
修
正
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
申
請
は

取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

④
長
期
間
使
用
し
て
い
な
い
口
座
を
受
取
口
座
に
指
定
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
振
り
込
み
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
申
請
の
受
け
付
け
開
始
日
は
、
平
成
２６
年
７
月
１
日（
火
）で
す
。
そ

れ
以
前
に
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
７
月
１
日
に
受
け
付
け

た
も
の
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

⑥
給
付
金
の
支
給
は
、
原
則
と
し
て
口
座
振
り
込
み
で
行
い
ま
す
。
現

金
に
よ
る
支
給
は
、
支
給
対
象
者
が
金
融
機
関
の
口
座
を
保
有
し
て

い
な
い
場
合
や
金
融
機
関
か
ら
著
し
く
離
れ
た
場
所
に
住
ん
で
い
る

な
ど
、
振
り
込
み
に
よ
る
給
付
が
困
難
な
場
合
の
み
で
す
。

⑦
現
金
に
よ
る
給
付
金
の
支
給
は
、
後
日
、
指
定
さ
れ
た
日
時
、
場
所

で
、
受
領
に
必
要
な
も
の
を
持
参
の
上
、
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

⑧
申
請
期
間
内
に
申
請
が
な
い
場
合
は
、
給
付
金
の
受
給
を
辞
退
し
た

も
の
と
み
な
し
ま
す
。

⑨
給
付
金
の
支
給
後
に
、
支
給
対
象
者
の
要
件
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

人
、
ま
た
は
偽
り
や
そ
の
他
の
不
正
な
手
段
で
給
付
金
の
支
給
を
受

け
た
人
は
、
支
給
し
た
給
付
金
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

注

意

事

項

Q

　臨
時
給
付
金
の
支
給
は
１
回
で
終
わ
り
で
す
か
。

A

　１
回
限
り
で
す
。

Q

　基
準
日
（
平
成
２６
年
１
月
１
日
）
の
翌
日
以
降
に
観
音
寺
市
に

引
っ
越
し
て
来
た
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

A

　今
回
の
２
つ
の
給
付
金
は
、
基
準
日
時
点
で
住
民
票
の
あ
る
市

区
町
村
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
具
体
的
な
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

基
準
日
時
点
に
住
ん
で
い
た
市
区
町
村
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

Q

　臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
両
方
の

支
給
対
象
者
の
場
合
は
、
２
つ
の
給
付
金
が
も
ら
え
ま
す
か
。

A

　支
給
さ
れ
る
の
は
ど
ち
ら
か
１
つ
の
給
付
金
で
す
。

Q

　子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
受
け
取
り
希
望
口
座
を
児
童

手
当
振
込
口
座
と
す
る
場
合
は
、
申
請
書
を
提
出
し
な
く
て
も

よ
い
で
す
か
。

A

　児
童
手
当
振
込
口
座
を
受
取
希
望
口
座
と
す
る
場
合
で
も
、
申

請
書
の
提
出
は
必
要
で
す
。

Q

　Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
暴
力
）
被
害
を
受
け
、
住
民
登
録
地
と
別
の
場

所
に
避
難
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
支
給
さ
れ
ま
す
か
。

A

　２
頁
の
、
問
い
合
わ
せ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

Q

　基
準
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
や
亡
く
な
っ
た
人
は
対
象
に
な
り

ま
す
か
。

A

　基
準
日
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
１
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

１
月
１
日
か
ら
給
付
決
定
ま
で
の
間
に
亡
く
な
っ
た
人
も
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。 よ

く

あ

る

質

問

?

“
振
り
込
め
詐
欺
”に

　注
意
し
て
く
だ
さ
い
！ 
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市職員を募集します

試 験 区 分 ・ 募 集 人 数 等

秘書課人事係　☎２３－３９１５

　　　　　　　　９月２１日（日）

受付期間：７月２８日（月）～８月８日（金）（土・日曜

日は除く）（郵送は当日消印有効）

　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分

提出方法：秘書課（本庁３階）に持参または郵送

　　　　　〒７６８－８６０１（住所記載不要）

　　　　　観音寺市秘書課人事係

　７月１日（火）から、本庁１階の総合案内所

と秘書課、各支所で配布します。市ホームペ

ージからもダウンロードができます。

注意：電話や電子メールでの請求は不可です。

詳しくは市ホームページで確認してく

ださい。

　　　http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

区　　分 人　数 受　　験　　資　　格 試験の程度

保育士
幼稚園教諭

１１人
（経験者枠

若干名）

昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、保育士資格および幼稚園教
諭免許を併せて有する人または平成２７年３月３１日までに取得できる
見込みの人

短大卒業
程度

保育士
幼稚園教諭

（経験者対象）

下記の条件を満たす昭和４０年４月２日から昭和５５年４月１日までに
生まれた人
○保育士資格および幼稚園教諭免許を併せて有する人または平成２７

年３月３１日までに取得できる見込みの人
○公立保育所または公立幼稚園で、通算２年以上（平成２７年３月３１

日現在）正規職員または嘱託職員として勤務したことがある人

看護師 １人
昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、看護師免許を有する人また
は平成２７年３月３１日までに取得できる見込みの人

一般事務
（初級）

２人
平成５年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人

（短期大学を卒業した人や卒業見込みの人も受験可）
※４年制大学を卒業した人および卒業見込みの人は受験できません

高校卒業
程度

一般事務
（身体障がい者対象）

１人

昭和５５年４月２日以降に生まれた人で、自力で通勤し介護者なしに
職務の遂行ができる人（車いすでの執務可）
○身体障害者手帳の交付を受けている人
○活字印刷文の出題と口頭での面接に対応できる人

第一次試験日

試験申込書受付

試験案内・試験申込書

観音寺市民会館開館準備実行委員
平成２７年２月末完成予定の
新庁舎建設工事進捗状況

　市民会館開館に向け、プレ事業や開館記念

事業などを検討するため、観音寺市民会館開

館準備実行委員会の委員を募集します。

委嘱期間　８月上旬から委員会の目的を達成

するまで

対　　象　本市に在住し、無償で夜間の会議

に出席できる２０歳以上の人（７月

１日現在）

募集人数　２人程度（選考結果は、本人に通知）

受付期間　７月１日（火）～１８日（金）

　　　　　（当日消印有効）

申し込み方法・問い合わせ先

応募用紙に必要事項を明記し、下記へ郵送

または持参（応募用紙は、市ホームページ、

市役所総合案内所、庁舎等整備課、各支所

にあります）

〒７６８－８６０１（住所記載不要）

　　　　　　庁舎等整備課　☎２３－３９５１

　免震ピットが完成し、免震装置も設置され、現

在は、１階の骨組み工事に着手しています。

　今後、建物の外観が少しずつ分かるようになり

ます。新庁舎は来年５月に開庁する予定です。

　工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご理解

とご協力をお願いします。

　　　　　　　　庁舎等整備課　☎２３－３９５１

６月１６日撮影

募 集 し ま す
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自
主
避
難
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

観音寺市災害に強い地域づくり条例

た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　貯
水
量
が
１０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、

堤
防
が
土
の
た
め
池
２０
カ
所
を
対
象
に
、
地

震
に
よ
り
堤
防
が
決
壊
し
た
場
合
を
想
定
し

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　マ
ッ
プ
に
は
浸
水
範
囲
、
到
達
時
間
等
の

被
害
想
定
や
避
難
方
向
、
避
難
時
の
注
意
点

な
ど
の
減
災
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
対

象
地
区
に
は
既
に
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

た
め
池
が
氾
濫
す
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
、

日
ご
ろ
か
ら
想
定
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
そ
れ
以
外
の
地
区
の
人
も
、
安
全

な
場
所
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

　ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
必
要
な
人
は
、
市
役

所
や
各
支
所
、
公
民
館
に
あ
り
ま
す
の
で
、

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

注
意こ

の
マ
ッ
プ
は
、
一
つ
の
想
定
と
し

て
作
成
し
た
も
の
で
、
実
際
に
地
震

が
発
生
し
た
場
合
に
必
ず
し
も
こ
の

想
定
ど
お
り
に
事
象
が
発
生
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
氾
濫
水
の
影
響
が
及

ぶ
範
囲
は
、
こ
の
マ
ッ
プ
と
異
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
課

　
　☎

５４

−

５
７
０
３

危
機
管
理
課

　
　☎

２３

−

３
９
４
０

○

対
象
の
た
め
池
（
貯
水
量
の
大
き
い
順
）

大
谷
池
、
一
ノ
谷
池
、
大
池
、
井
関
池
、

逆
瀬
池
、
岩
鍋
池
、
仁
池
、
千
歳
池
、
粟

井
新
池
、
代
之
池
、
河
内
池
、
姥
ヶ
懐
池
、

野
々
池
、
土
井
之
池
、
瀬
戸
池
、
二
葉
池
、

亀
尾
池
、
長
谷
池
、
梅
花
池
、
袂
池

　６月号では「自助」の大切さについてお知らせしましたが、今月は地域で助け合う

「共助」について説明します。

・閉じ込められたり、生き埋めになった人を助け出すための防災資機材を備える

・日ごろから防災訓練を実施し、地域の危険箇所や災害時に助けを必要とする人を把

握し、情報を共有しておく

・防災士の資格を取得し、地域の協力体制を整えておく

　（市では防災士の資格取得の費用を補助しています）

・自主防災組織に看護師や消防団員、消防職員のＯＢに加わってもらい、知識の強化

を図る

・地域の事業所や学校、市と連携して避難所の設置ができる体制づくりを確立

　阪神淡路大震災の震源地、淡路島

の北淡町では地域の情報共有や消防

団との協力によって約３００人を倒壊

家屋から助け出し、生き埋めのまま

犠牲になった人は１人もいませんで

した。

　　「阪神・淡路大震災　北淡町の記録」から

危機管理課　☎２３－３９４０

助けを求める声に、疾走する地元消防団員

救出
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財政事情の公表
総務課財政係　☎２３−３９００

　平成２５年１０月１日から平成２６年３月３１日までの平成２５年度
下半期の財政事情を公表します。　（平成２６年３月３１日現在）

一般会計予算の収支状況
　予算現額　２８４億２，０６７万円
　収入済額　２４６億５，１６６万円（収入率８６．７％）
　支出済額　２２７億　　２５０万円（執行率７９．９％）

■予算現額　■収入済額（収入率）

市税

地方交付税

その他の交付金

国庫支出金

県支出金

繰入金

諸収入

市債

その他

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

議会費など

分担金及び負担金
使用料及び手数料

■予算現額　■支出済額（執行率）歳　　入 歳　　出

一般会計予算の収支状況

特別会計予算の収支状況

特 別 会 計 名 予算現額 収入済額 Ａ 支出済額 Ｂ 差引額 Ａ－Ｂ

競 輪 事 業 ２億　　２４９万円 １億２，８４８万円 １億７，４８８万円 △４，６４０万円

国 民 健 康 保 険 事 業 ８２億３，５８６万円 ６６億５，２６３万円 ７４億６，７３８万円 △８億１，４７５万円

国民健康保険伊吹診療所 ８，９１５万円 ５，６０６万円 ６，１０９万円 △５０３万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 ８億２，２００万円 ７億４，３１６万円 ８億　　２６３万円 △５，９４７万円

介 護 保 険 事 業 ５２億４，９７３万円 ４３億８，２０６万円 ４７億４，２５７万円 △３億６，０５１万円

介 護 予 防 サ ー ビ ス 事 業 ５，４１６万円 ４，５６９万円 ２，９１２万円 １，６５７万円

航 路 事 業 １億３，６７２万円 １億１，３６７万円 １億１，０６１万円 ３０６万円

粟 井 財 産 区 １，０７９万円 １，０８７万円 ６８万円 １，０１９万円

粟 井 坂 瀬 山 林 ２，０４０万円 ２，０４３万円 ４０万円 ２，００３万円

公 共 下 水 道 事 業 １４億３，６９９万円 １２億４，３０２万円 １１億８，２５７万円 ６，０４５万円

農 業 集 落 排 水 事 業 ３，７００万円 ６９６万円 ２，３３１万円 △１，６３５万円

特別会計とは、特定の目的のために設置し、一般会計とは区別して経理する会計のことです。

２８億４，９４４万円

９０億６，９６１万円

２４億６，９１８万円

９億６，６６１万円

６億　　４８３万円

２０億３，２９９万円

１０億４，７５０万円

５７億　　５８９万円

３２億５，３６９万円

４億２，０９３万円

２４億８，７５９万円（８７．３％）

６８億１，１９０万円（７５．１％）

２１億３，８１７万円（８６．６％）

５億２，４９２万円（５４．３％）

５億６，３２６万円（９３．１％）

１５億２，１５３万円（７４．８％）

８億１，８９０万円（７８．２％）

４３億　　７２３万円（７５．５％）

３２億１，９０３万円（９８．９％）

３億　　９９７万円（７３．６％）

８４億１，７７０万円

６１億３，１６６万円

７億８，０５０万円

６億８，３７１万円

３７億４，５９２万円

１８億２，３９５万円

１１億　　３０１万円

６億２，２１５万円

４４億３，８００万円

６億７，４０７万円

８３億　　９６９万円（９８．７％）

６２億５，４２１万円（１０２．０％）

８億３，７５３万円（１０７．３％）

６億６，９８２万円（９８．０％）

２６億９，５２７万円（７２．０％）

９億９，８９０万円（５４．８％）

３億　　７３０万円（２７．９％）

５億７，３１５万円（９２．１％）

３３億２，８６０万円（７５．０％）

６億７，７１９万円（１００．５％）
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　地方債とは、道路や公共施設の整備事業など多額の費用

がかかる事業の財源とするため、国や銀行などから長期に

借り入れする資金です。

○合併特例債とは

　合併後の市町村の一体性の確立や均衡ある発展などを目

的とした事業を実施するために発行する地方債です。償還

費用の７０％が国から地方交付税で補てんされます。

○臨時財政対策債とは

　国から交付される地方交付税の不足分を補うために、地

方公共団体が発行する地方債です。償還費用の全額が地方

交付税で国から補てんされます。

　基金は、家庭でいう「貯金」に当たります。

　基金には、年度間の財源の不均衡を調整する

財政調整基金と特定の目的のために積み立てて

いる特定目的基金があります。

財政調整基金 ２３億７，５８９万円

その他の基金 ４７億３，３６９万円

合　　計 ７１億　　９５８万円

土　地　　　　　　　　１２，２５７，７２５㎡

建　物　　　　　　　　　　　３２４，９８５㎡

地方債現在高
３９４億４，６５１万円

合併特例債
９２億６，８４３万円

臨時財政対策債
１０９億３，２２０万円

一般会計
３１３億８，２１１万円

その他
１１１億８，１４８万円

航路事業
１，１７５万円

公共下水道事業
７８億２，３５２万円

農業集落排水事業
２億２，９１３万円

基金 市有財産

地 方 債・ 一 時 借 入 金 の 状 況

市 の 財 産 の 状 況

市民１人あたり地方債現在高　　　　　　６２万８，０７９円

臨時財政対策債・合併特例債を除く場合　３０万６，４３９円

　（人口６２，８０５人で計算）

市民１人あたり基金現在高　１１万３，２０１円

　（人口６２，８０５人で計算）

※平成２５年度下半期（平成２６年３月３１日現在）
における一時借入金は１０億円です。

特別会計
８０億６，４４０万円

水道事業の公表

　今年度は、給水戸数２万３，８９８戸、年間総給水量８４８万立方

メートル、１日平均給水量２万３，２１９立方メートルを予定して

います。

　主な事業としては、田野々浄水場整備事業や新丸山水源地か

らの導水管布設工事、市道姫地線等の老朽管改良工事、災害時

等における給水車両の購入、水道施設耐震化事業の基礎調査を

計画しています。

　その他に、未給水箇所や水圧低下地区、道路改良・下水道事

業などに伴う配水管布設工事を計画しています。

　平成２５年１０月１日から平成２６年３月３１日までの水の使用量は、

３４８万３，８２４立方メートルです。

　２５年度下半期の収支状況は右表のとおりです。

（消費税込）

収

　入

給 水 収 益 6億4,222万円

受 託 工 事 収 益 1,287万円

分 担 金 そ の 他 1,372万円

合 計 6億6,881万円

支

　
　出

人 件 費 9,217万円

動 力 費 2,342万円

薬 品 費 343万円

受 水 費 1億7,926万円

減 価 償 却 費 2億2,507万円

資 産 減 耗 費 2,489万円

支 払 利 息 1,957万円

物 件 費 1億7,845万円

そ の 他 3,485万円

合 計 7億8,111万円

水道局　☎２５−５２１１

平成２６年度経営方針

平成２５年度下半期の状況
水は限りある資源です
　　　大切に使いましょう
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　国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
加
入
者
み
ん

な
で
支
え
合
う
医
療
制
度
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）

の
納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。

世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い

な
く
て
も
、
そ
の
世
帯
に
国
保

の
加
入
者
が
い
れ
ば
、
納
税
通

知
書
が
世
帯
主
宛
て
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　平
成
２６
年
度
の
納
税
通
知
書

は
、
７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　国
保
税
は
、
世
帯
主
と
加
入

者
の
所
得
に
応
じ
て
算
定
し
ま

す
。
所
得
を
申
告
し
て
い
な
い

加
入
者
が
い
る
世
帯
で
は
、
税

が
減
額
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

①
国
保
税
の
賦
課
限
度
額
を
改

正
し
ま
す
。

基
礎
課
税
額

５１
万
円
（
今
回
は
改
正
な
し
）

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

１６
万
円
（
改
正
前
は
１４
万
円
）

介
護
納
付
金
課
税
額

１４
万
円
（
改
正
前
は
１２
万
円
）

②
世
帯
の
所
得
金
額
や
被
保
険

者
数
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、

減
額
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

　会
社
の
倒
産
や
解
雇
、
雇
い

止
め
な
ど
で
離
職
し
た
人
は
、

健
康
増
進
課
ま
た
は
各
支
所
で

申
請
を
す
る
と
、
前
年
の
給
与

所
得
を
そ
の
３
割
と
み
な
し
て

税
額
を
算
定
す
る
の
で
、
国
保

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◇
対
象
者

　離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で
に
、
雇
用
保
険
の
特
定
受

給
資
格
者
（
倒
産
や
解
雇
な
ど

に
よ
る
離
職
者
）
や
特
定
理
由

離
職
者
（
雇
止
め
な
ど
に
よ
る

離
職
者
）
と
し
て
失
業
等
給
付

を
受
け
、
離
職
時
点
で
６５
歳
未

【
平
成
２６
年
度
納
付
書
・

　
　
　
口
座
振
替
の
納
期
限
】

第
１
期
＝
７
月
３１
日
（
木
）

第
２
期
＝
９
月
３０
日
（
火
）

第
３
期
＝
１２
月
１
日
（
月
）

第
４
期
＝
２
月
２
日
（
月
）

　国
保
に
加
入
し
て
い
た
人
が
、

就
職
等
で
社
会
保
険
に
加
入
し

て
国
保
の
資
格
を
喪
失
し
た
と

き
は
、
国
保
を
離
脱
す
る
手
続

き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
し

な
い
と
国
保
税
の
課
税
が
継
続

し
ま
す
の
で
、
必
ず
健
康
増
進

課
ま
た
は
各
支
所
で
保
険
の
切

り
替
え
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。　国

保
税
の
納
付
が
滞
る
と
、

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が
１

年
か
ら
３
カ
月
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◇
課
税
内
容
や
納
付
方
法
な
ど

税
務
課

　☎
２３

−

３
９
２
２

◇
加
入
等
の
手
続
き
な
ど

　健
康
増
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

満
の
人

◇
軽
減
期
間

　離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で　普

通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は

口
座
振
替
）
と
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

【
納
付
方
法
の
変
更
】

　納
付
方
法
を
、
１０
月
の
特
別

徴
収
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
で

き
ま
す
。

　特
別
徴
収
を
中
止
し
て
口
座

振
替
に
変
更
す
る
場
合
は
、
８

月
１
日
（
金
）
ま
で
に
、
税
務
課

ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
振
替
口
座
の
通
帳
と
届
け
出

印
（
金
融
機
関
に
口
座
振
替

依
頼
書
を
提
出
し
て
い
る
人

は
不
要
）

◇
注
意

　こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
に
よ

っ
て
は
、
口
座
振
替
へ
の
変
更

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　８
月
は
受
給
資
格
者
証
の
更

新
月
で
す
。
引
き
続
き
受
給
資

格
が
あ
る
人
に
は
、
新
し
い
受

給
資
格
者
証
を
７
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
。
現
在
の
受
給
資
格

者
証
（
水
色
）
は
、
有
効
期
限

が
切
れ
た
ら
、
健
康
増
進
課
ま

た
は
各
支
所
へ
返
し
て
く
だ
さ

い
。　助

成
を
受
け
る
に
は
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。
平
成
２５
年
中

の
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い

人
は
、
税
務
課
で
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。（
平
成
２６
年
１
月
１

日
現
在
、
市
内
に
住
所
が
な
い

人
は
、
前
住
所
地
の
平
成
２６
年

度
所
得
課
税
証
明
書
が
必
要
）

◇
注
意

　転
出
や
死
亡
な
ど
で
資
格
を

喪
失
し
た
人
は
、
本
市
の
受
給

資
格
者
証
が
使
え
な
く
な
り
ま

す
。
速
や
か
に
受
給
資
格
者
証

を
返
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

　健
康
増
進
課
医
療
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

大
野
原
支
所
☎
５４

−

５
７
０
０

豊
浜
支
所
☎
５２

−

１
２
０
０

伊
吹
支
所
☎
２９

−

２
１
１
１

国
民
健
康

　保
険
税

平
成
26
年
度
の
改
正
内
容

そ
の
他
の
注
意
事
項

倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止
め

　
　
　な
ど
に
よ
る
軽
減

重
度
心
身
障
害
者
等
・

ひ
と
り
親
家
庭
等

　
　
　医
療
費
助
成
制
度

納
付
方
法
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　平
成
２６
年
度
の
住
民
税
が
非

課
税
の
世
帯
に
属
す
る
人
は
、

申
請
に
よ
り
８
月
１
日
以
降
適

用
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ

れ
ま
す
。（
平
成
２５
年
度
に
認
定

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は

申
請
不
要
で
す
）

　

　こ
の
認
定
証
を
、
医
療
機
関

等
の
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
窓

口
で
の
一
部
負
担
金
や
入
院
の

際
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

◇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　被
保
険
者
証
／
印
鑑
／
本
人

ま
た
は
世
帯
員
が
、
平
成
２６
年

１
月
１
日
に
市
内
に
住
所
が
な

か
っ
た
場
合
は
、
平
成
２６
年
度

の
非
課
税
証
明
書
（
平
成
２６
年

度
住
民
税
・
課
税
所
得
証
明
書
）

後
期
高
齢
者

　
　医
療

　７
月
２２
日
を
過
ぎ
て
も
被
保

険
者
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、

健
康
増
進
課
医
療
係
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

注
意

・
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

住
所
地
へ
送
付
し
ま
す
。
住

所
地
以
外
へ
の
送
付
を
希
望

す
る
場
合
は
、
事
前
に
郵
便

局
で
転
送
の
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

・
紛
失
な
ど
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

・
宛
名
等
を
記
載
し
て
い
る
台

紙
か
ら
、
被
保
険
者
証
を
は

が
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　平
成
２６
年
度
も
対
象
者
の
要

件
を
満
た
す
人
に
は
、
新
し
い

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
手
続
き
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　た
だ
し
、
世
帯
に
所
得
未
申

告
の
人
が
い
る
場
合
は
、
申
告

後
に
健
康
増
進
課
で
の
申
請
が

必
要
で
す
。

　区
分
Ⅱ
の
人
が
、
新
た
に
９１

日
以
上
の
入
院
を
し
た
場
合
は
、

「
被
保
険
者
証
」「
印
鑑
」「
現
在

お
持
ち
の
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」「
入
院
日

数
を
確
認
で
き
る
領
収
書
等
」

を
持
参
し
て
、
再
度
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
は

８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
３１
日

ま
で
の
１
年
間
で
す
。

　８
月
か
ら
使
用
す
る
新
し
い

被
保
険
証
を
被
保
険
者
１
人
に

１
枚
ず
つ
『
特
定
記
録
郵
便
』

で
７
月
１２
日
以
降
に
『
黄
色
の

封
筒
』
で
送
付
し
ま
す
。

　被
保
険
者
証
等
に
記
載
さ
れ

て
い
る
内
容
に
間
違
い
が
な
い

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
記
載

内
容
に
間
違
い
が
あ
る
場
合
は
、

健
康
増
進
課
医
療
係
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
８

月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

健
康
増
進
課
ま
た
は
各
支
所
へ

返
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
医
療
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　
　
　
　
　
　減
額
認
定
証

平
成
25
年
度
「
後
期
高
齢
者

医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付

　
　
　を
受
け
て
い
る
人
へ

後
期
高
齢
者
医
療

　被
保
険
者
証
の
送
付

被
保
険
者
証
等
を

　
　
　受
け
取
っ
た
ら

有
効
期
限
の
切
れ
た

　被
保
険
者
証
の
返
還

後期高齢者医療の自己負担限度額等

適用区分

１カ月の自己負担限度額
食事代

（１食分）外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

一　　般 １２，０００円 ４４，４００円 ２６０円

区
分
Ⅱ
（
注
１
）

過去１年の合計
入院日数（注３）
が９０日以内

８，０００円

２４，６００円

２１０円

過去１年の合計
入院日数（注３）
が９１日以上

１６０円

区分Ⅰ（注２） １５，０００円 １００円

（注１）区分Ⅱ＝世帯員全員が住民税非課税で、区分Ⅰに該当
しない人

（注２）区分Ⅰ＝世帯員全員が住民税非課税で、世帯員全員の
各所得金額（年金所得は控除額８０万円として計算）が
０円の人

（注３）申請月から過去１年以内で、区分Ⅱの認定を受けてい
た期間の入院日数

※療養病床に入院している人は、食事代の負担額が上表と異
なります。問い合わせてください。
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介護保険料段階表（平成２４年度～平成２６年度）
段階 対　象　者 年間保険料額

第１段階
生活保護受給者または

老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯
２８，２００円

第２段階
住民税非課税世帯で

（前年合計所得金額＋課税年金収入額）が
８０万円以下

２８，２００円

第３段階
軽減

住民税非課税世帯で
（前年合計所得金額＋課税年金収入額）が

８０万円を超え、１２０万円以下
３６，７００円

第３段階
住民税非課税世帯で

（前年合計所得金額＋課税年金収入額）が
１２０万円を超える

４２，３００円

第４段階
軽減

本人が住民税非課税　かつ　住民税課税世帯で
（前年合計所得金額＋課税年金収入額）が

８０万円以下
５１，３００円

第４段階
（基準額）

本人が住民税非課税　かつ　住民税課税世帯で
（前年合計所得金額＋課税年金収入額）が

８０万円を超える
５６，４００円

第５段階
本人住民税課税で

前年合計所得金額が１２５万円未満
６５，４００円

第６段階
本人住民税課税で

前年合計所得金額が１２５万円以上１９０万円未満
７０，５００円

第７段階
本人住民税課税で

前年合計所得金額が１９０万円以上
８４，６００円

　平
成
２６
年
度
か
ら
保
険
料
の

賦
課
限
度
額
が
５５
万
円
か
ら
５７

万
円
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　平
成
２６
年
度
の
保
険
料
額
決

定
通
知
書
は
、
７
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
。

　保
険
料
の
賦
課
期
日
は
４
月

１
日
で
す
。（
た
だ
し
、
年
度
途

中
に
被
保
険
者
資
格
を
取
得
し

た
人
は
資
格
取
得
日
）

①
年
金
か
ら
の
天
引
き

　
　
　
　
　
　
　（
特
別
徴
収
）

◇
平
成
２６
年
４
月
と
６
月
支
給

分
の
年
金
か
ら
保
険
料
が
天

引
き
さ
れ
た
人

　４
月
と
６
月
の
保
険
料
と
同

額
を
、
８
月
支
給
分
の
年
金
か

ら
天
引
き
し
ま
す
。

　年
間
の
保
険
料
額
の
確
定
額

か
ら
、
４
月
、
６
月
、
８
月
に

天
引
き
し
た
額
（
仮
徴
収
）
を

差
し
引
い
た
残
り
の
額
を
、
１０

月
、
１２
月
、
２
月
支
給
分
の
年

金
か
ら
天
引
き
（
本
徴
収
）
し

ま
す
。

◇
平
成
２６
年
１０
月
支
給
分
の
年

金
か
ら
保
険
料
の
天
引
き
が

開
始
さ
れ
る
人

　７
月
か
ら
９
月
ま
で
は
、
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
１０
月
、
１２
月
、

２
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
残
り

の
保
険
料
を
天
引
き
し
ま
す
。

②
納
付
書
・
口
座
振
替

　
　
　
　
　
　（
①
以
外
の
人
）

　年
間
の
保
険
料
額
を
８
期
に

分
け
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

第
１
期
＝
７
月
３１
日
（
木
）

第
２
期
＝
９
月
１
日
（
月
）

第
３
期
＝
９
月
３０
日
（
火
）

第
４
期
＝
１０
月
３１
日
（
金
）

第
５
期
＝
１２
月
１
日
（
月
）

第
６
期
＝
１２
月
２５
日
（
木
）

第
７
期
＝
２
月
２
日
（
月
）

第
８
期
＝
３
月
２
日
（
月
）

【
納
付
方
法
の
変
更
】

①
納
付
書
（
現
金
納
付
）
→

　
　
　
　
　
　
　
　口
座
振
替

　市
指
定
金
融
機
関
等
に
口
座

振
替
依
頼
書
（
通
帳
と
届
け
出

印
が
必
要
）
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
依
頼
書
は
市
指
定
金
融

機
関
等
に
あ
り
ま
す
。

②
年
金
か
ら
の
天
引
き
→

　
　
　
　
　
　
　
　口
座
振
替

　市
指
定
金
融
機
関
等
に
口
座

振
替
依
頼
書
を
提
出
し
、
そ
の

本
人
控
を
持
参
し
て
、
税
務
課

収
納
係
ま
た
は
各
支
所
に
納
付

方
法
の
変
更
を
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
金
融
機
関
等
に
口
座
振
替
依

頼
書
を
提
出
す
る
だ
け
で
は

変
更
が
で
き
ま
せ
ん
。

　（
こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
に

よ
っ
て
、
変
更
が
認
め
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

制
度
や
資
格

健
康
増
進
課
医
療
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
７

保
険
料
額
や
納
付
方
法

税
務
課
市
民
税
係
、
収
納
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

全
般香

川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

１
８
６
６

　介
護
保
険
は
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も

元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
え

合
う
制
度
で
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　財
源
は
国
や
県
、
市
が
負
担

す
る
公
費
と
、
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
介
護
保
険
料
で
運

営
し
、
６５
歳
以
上
の
人
（
第
１

号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
込
み
額

や
６５
歳
以
上
の
人
数
な
ど
を
も

と
に
、
３
年
ご
と
に
決
定
し
ま

す
。
平
成
２６
年
度
年
間
保
険
料

額
に
つ
い
て
は
、
７
月
上
旬
に

送
付
す
る
通
知
書
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
２６
年

度
納
付
書
・
口
座
振
替
の
納
期

限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
期
＝
７
月
３１
日
（
木
）

第
２
期
＝
９
月
３０
日
（
火
）

第
３
期
＝
１２
月
１
日
（
月
）

第
４
期
＝
２
月
２
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

平
成
26
年
度
の
改
正
点

平
成
26
年
度
保
険
料

平
成
26
年
度
納
期
限

納 

付 

方 

法

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

６５
歳
以
上
の
人
の

　介
護
保
険
料
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正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

　
　身
近
に
あ
る
人
権
課
題
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　外
国
人
の
人
権

快
適
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
外
国
人
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　国
籍
は
違
っ
て
も
み
ん
な
ご

近
所
に
住
む
お
隣
さ
ん
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
や
生
活
習
慣

な
ど
を
知
り
、
お
互
い
に
違
い

を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
す
す
ん
で
あ
い
さ
つ
を
交

わ
す
な
ど
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　４
月
初
旬
、
遍
路
休
憩
所
に

外
国
人
排
除
の
紙
が
貼
ら
れ
て

い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う

報
道
が
流
れ
、
大
き
な
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
紙
に
書
か

れ
て
い
た
内
容
は
、
外
国
人
の

人
権
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
あ
る

も
の
で
し
た
。
外
国
人
が
道
に

迷
わ
な
い
よ
う
に
と
、
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
っ
て
い
る
外
国
人
の

女
性
の
活
動
を
中
傷
し
て
い
る

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で

も
２
カ
所
の
休
憩
所
で
、
同
様

の
貼
り
紙
が
見
つ
か
り
即
刻
撤

去
さ
れ
ま
し
た
。

　私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
は
、

他
人
の
人
権
を
侵
害
し
て
は
な

ら
な
い
義
務
が
あ
り
、
他
人
の

権
利
を
侵
害
し
て
自
分
の
権
利

を
主
張
し
た
り
、
行
使
し
た
り

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　市
内
に
は
、
約
１７
カ
国
４
６

４
人
（
平
成
２５
年
）
の
外
国
人

が
外
国
人
登
録
を
し
て
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
県
が
、
外
国
人
を

対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
（
平
成
２３
年
）
で
、
２３
％
の

人
が
「
変
な
目
で
見
ら
れ
た
」

「
タ
ク
シ
ー
に
乗
車
拒
否
さ
れ

た
」
な
ど
の
差
別
を
感
じ
た
経

験
が
あ
る
、
と
回
答
し
て
い
ま

す
。　市

内
に
住
む
外
国
人
が
、
偏

見
や
差
別
を
感
じ
る
こ
と
な
く

おめでとう
　　　ございます
平成２５年度
　　人権作品優秀賞

中部中学校 3 年
北野　沙耶さん

大野原小学校 6 年（平成２５年度）
柴川　祐輝さん

男
女
共
同
参
画

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　☎
２３

−

３
９
１
７

あ
な
た
の
男
女
共
同
参
画
度
は
？　
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト《
生
活
編
》

★
あ
な
た
の
考
え
に
あ
て
は
ま
る
記
号
を
□
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　

　【
○
そ
う
思
う

　×
そ
う
は
思
わ
な
い

　△
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
】

□ 

男
性
は
、
家
事
や
育
児
を
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う

□ 

老
親
の
介
護
は
妻
ま
た
は
娘
が
や
る
も
の
だ
と
思
う

□ 

女
性
は
家
事
や
育
児
で
自
由
な
時
間
が
と
れ
な
く
て
も
仕
方
な
い

□ 

女
性
が
外
出
す
る
と
き
は
食
事
の
準
備
を
し
て
出
か
け
る
べ
き
だ

□ 

家
庭
内
の
重
要
な
事
項
の
決
断
は
、
男
性
が
す
べ
き
だ
と
思
う

□ 

結
婚
相
手
は
女
性
よ
り
も
男
性
の
方
が
高
学
歴
・
高
収
入
が
良
い

□ 

夫
婦
間
で
な
ぐ
る
、
蹴
る
と
い
っ
た
暴
力
も
、
時
に
は
必
要
だ

□ 

夫
婦
間
で
侮
辱
的
、
差
別
的
発
言
を
す
る
こ
と
は
暴
力
で
は
な
い

□ 

自
治
会
な
ど
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
の
は
、
女
性
の
方
が
良
い

□ 

地
域
の
集
ま
り
で
は
、
男
性
が
会
の
ま
と
め
役
を
し
、
女
性
が
お

茶
出
し
や
後
片
付
け
を
す
る
こ
と
は
お
か
し
い
こ
と
で
は
な
い

★
採
点
し
て
み
ま
し
ょ
う
【
○
→
０
点
、
△
→
１
点
、
×
→
２
点
】

１５
～
２０
点

　や
っ
た
ね
！
仲
良
し
家
族
＆
地
域
で
ル
ン
ル
ン
♪

　性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
性
と
能
力
を
尊
重
す
る
多
様
な
考
え
方

が
で
き
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
役
割
分
担
も
◎

　

　周
囲
の
人
に
も
あ
な
た
の
考
え
を
ぜ
ひ
広
め
て
く
だ
さ
い
。

６
～
１４
点

　家
族
や
地
域
の
人
と
も
っ
と
仲
良
く
な
れ
る
ハ
ズ

　も
う
少
し
柔
軟
で
多
様
な
考
え
方
が
で
き
れ
ば
、
家
族
や
地
域
の

み
ん
な
と
、
今
以
上
に
仲
良
く
な
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

０
～
５
点

　家
庭
や
地
域
に
ス
キ
マ
風
が
…
？？ 

　従
来
か
ら
の
固
定
的
な
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

も
っ
と
多
様
な
考
え
方
も
受
け
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　（
宮
崎
県
「
イ
シ
キ
を
か
え
て
シ
ャ
カ
イ
を
か
え
る
」
よ
り
）

　み
な
さ
ん
は
ど
う
で
し
た
か
？
少
し
意
識
す
る
こ
と
が
、
み
ん
な
が

暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一
緒
に
変
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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第４9回第４9回第４9回第４9回第４9回
かんおんじ銭形まつり

かんおんじ銭形まつり公式ホームページ　http://www.kan-cci.or.jp/zenigata/
かんおんじ銭形まつり実行委員会 (観音寺商工会議所内)　☎２５−３０７３

７月１９日
（土）

ＴＨＥ  ＺＥＮＩＧＡＴＡ 　ＬＩＶＥ
◆時間　午後５時～午後９時３０分　　◆場所 有明グラウンド特設ステージ

銭ロック
高校生バンドのロックカーニバル
◆時間　正午～午後４時　　◆場所　琴弾公園内野外音楽堂

銭形やたい村　◆時間　午後３時～午後９時３０分

２０日
（日）

銭形親子潮干狩り
当たりプレート付きのハマグリを掘り当てると、賞品引換券をプレゼント！
◆時間　午前１１時～正午（賞品引き換えは午後０時１０分まで）
◆場所　有明浜海水浴場

第１８回銭形踊りコンテスト
グランプリの賞金１００万円を目指して各チームが華麗なダンスを披露！
◆時間　午後５時～午後９時３０分
◆場所　琴弾公園内有明グラウンド特設ステージ

花火（約７００発）（悪天候の場合は中止）
◆時間　午後８時４０分ごろから約２０分間
　　　　（踊りコンテスト審査の間）

銭形やたい村　◆時間　午前１１時～午後９時３０分

２１日
（祝・月）

銭形よさこい２０１４
色とりどりの音とコスチューム。鼓動！躍動！感動！の大パフォーマンス！
◆時間　午後１時～午後９時３０分
◆場所　上市・駅通り・中洲本通・柳町商店街など

四国まんなかイベントだより

（雨天決行）第３７回四国中央紙まつり 第７回書道パフォーマンス甲子園

８月２日（土）午前１０時～

　開会式＆てんびん表彰式

　午後７時～　紙おどり

３日（日）午前１０時～

　イベント開始

四国中央市栄町駐車場、

川之江町周辺商店街・紙のまち資料館

紙のファッションショー、体験コーナー（絵手紙、

手すきなど）、各種イベント、紙製品の販売など

同実行委員会　☎０８９６－２８－６１８６

　全国の高校生が「書の美しさ」と「演技

の美しさ」を６分間の限られた時間の中で

競います。趣向を凝らしたパフォーマンス

を見に来てください。

８月３日（日）

午前９時３０分～

伊予三島運動公園

体育館

同実行委員会　

☎０８９６－２８－６０３７

◆１９日（土）
　琴弾八幡宮十王堂、観音寺中学校運動場（午後から）
◆２０日（日）
　琴弾八幡宮十王堂、阪大微研駐車場（八幡町）、有明キ
ャンプ場、観音寺中学校・観音寺小学校運動場（雨天時、
運動場は使用不可）、観音寺幼稚園駐車場
◆２１日（祝・月）
　琴弾八幡宮十王堂、三豊合同庁舎、市役所、旧観音寺南
小学校・観音寺小学校運動場（雨天時、運動場は使用不可）、
観音寺幼稚園駐車場、競輪場（大型バス専用）

銭形まつり無料駐車場
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食育コーナー

　私たちの体の６０％から７０％は水分です。体内での水分の主な

役割は、栄養分の運搬と汗をかくことでの体温調節。発汗など

によって失われた水分は、補給しなければなりません。人の体

は、水分全体の２、３％を失うと運動能力が低下し、１０％を失う

と命に関わる状態に陥ります。その水分を、私たちは３度の食

事からも得ています。朝食のみそ汁やスープなどの汁物や水分

を多く含んだ夏野菜は、自然な形で水分を補給することができ

ます。

　子どもには水筒にお茶を持たせ、朝食には野菜のおかずを準

備するなど熱中症対策をしっかりして、登校させてください。

献立
★レーズンパン　★サケの塩焼き
★豆腐サラダ　★ニンジンのミル
クスープ　★牛乳　★ミニトマト

（大野原学校給食センター）

熱中症対策には朝食で
　　　　野菜のおかずを多めに食べよう

学校給食課　☎５７－６６６０

ニンジンのミルクスープ
（４人分）材　料

作り方

中 村 海
かい

晴
せい

ちゃん

父 洋輔さん　　　母 吏佐さん
（大野原町大野原）

 

 

松 原 成
せい

毅
ぎ

ちゃん

父 一成さん　　　母 彩加さん
（瀬戸町）

福 田 愛
あい

莉
り

ちゃん

父 倫文さん　　 母 裕子さん
（坂本町）

東 　 凌
りょう 　

聖
せい

ちゃん

父 晃さん　　　母 恵里奈さん
（大野原町青岡）

桐 遥
はる

真
ま

ちゃん

父 将志さん　　　母 絵美さん
（茂木町）

満１歳の子どもを募集

平成２５年７月生まれ

 
 

今 川 絢
あや

斗
と

ちゃん

父 修治さん　　 母 満純さん
（柞田町）

　７月１日から、１０月生まれの子どもを

募集します。

　応募多数の場合は先着順です。

申し込み先：秘書課広聴広報係

　　　　　　　　　　　☎２３ー３９１５

ニンジン中２本、ジャガイモ小２個、
タマネギ中１個、ベーコン５０ｇ、油大
さじ１、米２０ｇ、米粉大さじ１、水２
カップ、スープの素１個、牛乳３００ｃｃ、
塩小さじ１／２、コショウ少々、生クリ
ーム大さじ２、パセリ少々

❶ベーコン、タマネギ、ニンジン、ジャガイモは小さく刻む。ジャガ
イモは水にさらし、米は洗っておく。

❷鍋に油を熱し、①を順に加えて炒め、水２カップとスープの素を加
えて煮る。煮立ったら弱火にしてアクをとりながら、約２０分煮る。

❸②がやわらかくなればマッシャーなどでつぶし、とろみ具合をみな
がら、水で溶いた米粉を加える。一煮立ちさせて牛乳でのばし、生
クリームを加えて塩、コショウで味を調える。（ミキサーなどで細
かくするとなめらかに仕上がる）　

❹器に盛りつけ、パセリのみじん切りをふって出来上がり。

好評です
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　まだ申し込んでいない人は問い合わせてください。

子宮頸
けい

がん、胃がん、乳がん、大腸がん

子宮頸がん＝２０歳以上

胃がん、乳がん、大腸がん＝４０歳以上

胃がん、子宮頸がん、乳がん検診は時間予約制の

ため、必ず事前の申し込みが必要です。

子宮頸がん、乳がんは２年に１度の検診です。平

成２５年度に受けた人は受けられません。

保健センター　☎２３－３９６４

　麻しん（はしか）は感染力が大変強い感染症です。

現在関東を中心に、感染者が増加しています。対象

者には通知を送付していますので、早めに接種して

ください。

　市内に住民登録があり、次に該当する子ども

１期＝接種時に１歳以上２歳未満の子ども

２期＝平成２０年４月２日～平成２１年４月１日生まれ

の子ども

保健センター　☎２３－３９６４

　愛育会では、親子の健康を通じて地域や家族の健

康づくりや、自分たちの住む地域をよりよくするた

めに活動し、赤ちゃんから就学前の子どもが親子で

楽しめる行事を行っています。

　子どもを育てる親同士でいろいろな話ができ、育

児の悩み相談や地域の情報も得られます。

　会では、妊産婦や乳幼児がいる家庭への声かけを

通じて随時会員を募集しています。あなたも一緒に

活動しませんか。

　保健センター　　☎２３－３９６４

　健康の保持増進と心身のリフレッシュのため、

美しい自然に触れて歩いてみませんか。

○Ａコース（約５Ｋｍ）

　稲積山登山約２時間、ビーチウオーク約１時間

○Ｂコース（約２Ｋｍ）

　江甫草山登山約１時間、ビーチウオーク約１時間

７月１２日（土）午前９時受け付け（小雨決行）

有明ふれあい海岸（室本町）集合

５００円（保険料ほか）、子どもは無料

７月６日（日）まで（当日受け付け可）

　香川県里山ボランティアガイド組合西讃担当

☎０９０－１３２８－１２８３

　不妊治療をする夫婦の経済的負担を軽減するた

めに、県の助成に加えて特定不妊治療費の助成を

行っています。

　申請方法など詳しくは、問い合わせてください。

保健センター　　☎２３－３９６４

平成２６年度の対象者

注

受　付　日　時 検診の種類 場　　所

７月８日（火）

８：３０～１１：００ 胃がん

豊浜福祉会館

９：００～１０：００ 乳がん

８：３０～１１：００ 大腸がん

１３：３０～１５：００ 子宮頸がん

９日（水）

８：３０～１１：００ 胃がん

９：００～１０：００ 乳がん

８：３０～１１：００ 大腸がん

１３：３０～１５：００ 子宮頸がん

１０日（木）
８：３０～１１：００ 胃がん

８：３０～１１：００ 大腸がん

１１日（金）
８：３０～１１：００ 胃がん

８：３０～１１：００ 大腸がん

健康
だより

里山・里浜を歩こう
　　　　七宝・有明ビーチウオーク

特定不妊治療費の助成

年に一度はがん検診を受けましょう

麻しん風しん（ＭＲ）混合ワクチン
　　　　　予防接種を受けましょう

愛育会を知っていますか

日時 場所 内容

対象 受付期間料金料

料

持参物持 問合先申込先注意注

主催主

人数

−食べて笑って健やかに−

「糖尿病の正しい情報の選び方｣講師 米井泰治氏

「バランス食で健康長寿」　　　講師 片山史見氏

｢ほほえみ処方箋｣　　　　　　講師 高柳和江氏

７月１２日（土）午後１時３０分～午後４時

三豊市文化会館（マリンウェーブ）

　三豊・観音寺市医師会　☎２５－２２３１

健康教育講演会 すこやかに生きるために
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　「骨粗しょう症」とは、骨の組織が粗くな

って、すが入ったようにスカスカになる状

態をいいます。健康な骨は組織がしっかり

していて密度が高く丈夫ですが、骨粗しょ

う症によってスカスカになった骨は非常に

もろくなるため、日常生活のささいな動作

で骨折してしまうことがあります。

　「骨粗しょう症」なんて他人事だと思うの

は、大きな間違いです。あなたの骨は大丈

夫ですか？ぜひ１度、自分の骨をチェック

してください。

毎月１回／午前９時３０分～午前１１時

（予約が必要、定員になり次第締め切り）

保健センター

無料

保健センター　☎２３－３９６４

●食べて治してハッピーライフ

７月１１日（金）午後２時～午後３時

脂質異常症と虚血性心疾患、食事アドバイス

７月２５日（金）午前１０時～正午

調理実習＝お魚メニューで血液サラサラに

実費６００円

●腎臓病教室

７月１７日（木）午後３時３０分～午後５時

腎臓病の進行を遅らせる為になど

●夜間糖尿病教室

７月１０日（木）午後６時～午後７時

合併症 ③腎臓病と透析

野菜を美味しく食べる工夫

各教室とも予約が必要

　同病院企業団健康管理センター

　　　　　　　　　　　☎５２－２７２６

７月１６日（水）午後１時３０分～午後２時

糖尿病について

三豊総合病院南棟ホール

同病院　　☎５２－３３６６

注

三豊総合病院健康教室

みとよサプリ

骨密度測定のお知らせ

元気印のかんおんじ２１ 第２次ヘルスプランの推進

　今月は、５つのグループに分かれた部会

から「生活習慣病予防グループ」の活動を

紹介します。

　６月から特定健康診査（国民健康保険加

入者）が始まりましたが、もう、受診しま

したか？

　昨年の特定健康診査（国民健康保険加入

者）の受診率は、３７．５％で、そのうち４０歳

代の受診率は１６．８％と低い状況でした。ま

たその健診結果を見てみると、糖尿病予備

軍の人が半数以上を占めていました。

　そこで生活習慣病予防グループでは、健

康に関心の少ない若い世代の人たちにも、

増加している糖尿病について考えてもらい

たい、また自分の日常生活を振り返っても

らいたいと考え、健康づくり推進ポスター

を作成し、スーパーマーケットやコンビニ

エンスストア等に掲示しています。

　今後「糖尿病について考えよう」をシリ

ーズ化してポスターを作成、掲示し、啓発

をしていく予定です。この機会に、自分や

家族の健康を考えてください。

健康増進計画・食育推進計画 生活習慣病予防グループ

第一弾！
「ばあちゃんの人生どうやった？」

（お元気で長生きされた女性の
　　　　　　　　生活習慣を紹介）

「畑仕事が好きでよく働いていたね。

多くは食べないけれどなんでも食べ

ていたね。いつも笑っていたけれど

心配事は無かったの？車の運転もで

きないのに身軽に遠くのお友達と会

っていたね。みんなに『ありがとう』

ってよく言っていた。」

「とにかく仕事に一生懸命で、

身体はどこもどうもないし…

それでも子供のため妻のため

元気でおらないかんと思いな

おした。それから検査数値と

３４年間付き合ってきた。『百千

の薬に勝る自己管理』本当に

良く言い得た言葉だ。」

第二弾！
４２歳で「糖尿病に！」
なんで自分がならないかんの？

（糖尿病の体験談を紹介）

料

料
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　柞田地区防災訓練が柞田小学校グラウンドであり約
４００人がバケツリレーや担架作成による搬送、倒壊家
屋からの救出等の訓練をグループごとに体験し要領を
学びました。地域の防災意識を高めるためかがわ自主
ぼう連絡協議会や三観消防、柞田消防団、同地区社会
福祉協議会の協力で初めて実現しました。

　笹川良一杯第２９回全国選抜ゲートボール大会に出場
する香川大野原チームの激励会がありました。真っ白
いポロシャツの襟元に巻かれたかわいらしいスカーフ
が印象的な選手らは、普段の練習の様子や試合の戦略
などを明るく生き生きと語っていました。秋山悦子主
将は「助け合って、一歩一歩前へ進めるよう頑張って
きます」と決意を述べました。

　恒例の歯と口の健康週間まつりが柞田小学校体育館
でありました。多くの親子連れが歯の検診や子どもの
フッ素塗布、歯磨き指導などを受けていました。また
歯の相談コーナーでは、不安に思っていることを熱心
に相談したりして、これからも歯の健康を意識する有
意義な機会になりました。

大規模災害に備え真剣に訓練

７度目出場！チームワークを大切に

虫歯ゼロ！歯を大切にするよ

25
5

14
5

1
6

　常磐小学校体育館で８回目を迎える恒例の親子ふれ
あいコンサートがありました。愛育会員の親子や住民
約３００人は、陸上自衛隊第１４音楽隊の３２人フルバンド
の迫力満点の演奏や歌声など本物の音を間近で楽しみ
ました。毎年大人気の１分間指揮者体験コーナーでは、
小さな子どもが指揮者になりきり、力強くタクトを振
る姿に大きな拍手が送られていました。

　第３２回全日本バウンドテニス選手権大会に出場する
選手の激励会がありました。白川市長の激励に応え、
大平武男さんが「良い報告ができるよう頑張ってきま
す。大会での経験を地元の人たちに伝えて、一人でも
多くの人にバウンドテニスを広めていきたいです」と
大会への決意と普及活動への思いを述べました。

迫力ある生演奏をみんなで聞いたよ

バウンドテニス、ことしも全国へ

255

19
5
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1
6

1
6

　年間１２回開催される「第６回かんおんじ市民大学」
の開講式と県埋蔵文化財センター職員を講師に迎えて

「讃岐国府を考える」と題した講演があり、受講者１０８
人が参加。２月の修了式までに、講演や受講生で構成
する俳句や民踊、歌声、盆栽の４つのクラブ等の作品
展、芸能発表会、旅行などがあります。随時受け付け
をしています。観音寺市中央公民館（☎２３−３９４４）

生きがいや健康づくりのための大学開講

　水道についての理解と関心を高めてもらうための水
道週間イベントがあり、多くの人が訪れました。職員
が、水道水ができる過程を説明しながら場内を案内。
子どもたちは、浄水場の水質の見張り役のメダカが元
気に泳ぐ原水監視装置を興味深そうに見入ったり、硬
水と軟水の２種類の水を「こっちが美味しい」と飲み
比べをしたりして、家族で楽しく過ごしていました。

水の大切さを再認識したイベント

　大野原小学校で自転車安全教室があり、交通指導員
の指導の下、４年生（７３人）が自転車の正しい乗り方
について学びました。信号機のある交差点を二段階右
折したり障害物を回避したりしながら、順番にコース
を走行。雨天のため体育館での講習となりましたが、
子どもたちはこの日のために練習してきた成果を発揮
しようと、真剣な表情でハンドルを握っていました。 

　市内の小学生から大人まで１３８人が、萩の丘公園多
目的広場で開かれた健康づくりグランド・ゴルフ大会
に参加しました。重いクラブを一生懸命振る子や自分
のプレーの順番が待ち遠しい子、ホールインワンに仲
間と喜ぶ大人など世代を超え競技をみんなで楽しんで
いました。

　わくわく体験教室の通年カリキュラムの農作業、田
植えがあり小学４年生から６年生の３５人が参加し、苗
を手に取り、３、４本を木製の田植え定規で等間隔に
植え付ける作業に挑戦。最初は、はだしで田に入るの
が不安げな様子でしたが、約６０坪の植え付けが完了す
ると「楽しかった」と満足そうでした。ことしはモチ
米を植え、秋には収穫、年末には餅つきをする予定です。

初めての田植え、頑張って植えたよ

ホールインワン！やったぁ～

　愛和子育て支援センターでタマネギの収穫がありま
した。参加した親子連れは、園から約１００ｍ離れた畑
へ歩いて移動。子どもたちは、途中の道路横の水田で
泳ぐカブトエビを見つけて興味深そうに見入ったり、
畑ではお母さんと力を合わせてタマネギを掘り出すと
笑顔いっぱいの表情になったり。大きなタマネギを手
に「やったー」という表情で写真に収まっていました。

ルールを学んで安全運転6
4

6
6

6
7

6
9 ママと一緒にタマネギをとったよ
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

の
平
た
ん
部
で
実
施
し
ま
す
。

　遊
休
農
地
は
、
近
隣
の
農
地

や
住
民
に
大
き
な
迷
惑
を
及
ぼ

し
ま
す
。
耕
起
や
草
刈
り
な
ど

を
し
、
農
地
を
適
切
に
管
理
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
６

　観
音
寺
新
市
民
会
館
管
理
運

営
計
画
（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
４
月
１

日
か
ら
４
月
３０
日
ま
で
募
集
し

た
結
果
、
１
人
か
ら
２２
件
の
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　意
見
要
約
と
そ
れ
に
対
す
る

考
え
は
、
庁
舎
等
整
備
課
、
市

役
所
総
合
案
内
所
、
各
支
所
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

　庁
舎
等
整
備
課

　

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
５
１

　市
で
は
、
生
後
４
カ
月
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
全
て
の
家

庭
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

豊
浜
地
区
の
海
岸
線
一
帯
と

河
川

豊
浜
支
所
☎
５２

−

１
２
０
０

７
月
１
日
（
火
）
～
１１
日
（
金
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

中
堅
所
得
者
向
け
空
き
家
住

宅
も
併
せ
て
募
集

　都
市
整
備
課
住
宅
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
５
５

７
月
２４
日
（
木
）
午
前
１０
時
～

観
音
寺
中
央
高
等
学
校
多
目

的
実
習
室

食
物
系
列
３
年
生

小
学
生
の
親
子
先
着
１０
組

無
料

７
月
７
日
（
月
）
午
前
９
時
～

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

エ
プ
ロ
ン
・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

農
林
水
産
課

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
１

　子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
事
業

　キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
や
カ

レ
ー
作
り
、
い
か
だ
遊
び
な
ど

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

８
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時
～

３
日
（
日
）
午
後
０
時
３０
分

青
少
年
育
成
キ
ャ
ン
プ
サ
イ

ト
、
有
明
ふ
れ
あ
い
海
岸

市
内
の
小
学
４
年
～
６
年
生

（
保
護
者
も
参
加
可
）

８０
人

１
、
５
０
０
円

７
月
１
日
（
火
）
～
１８
日
（
金
）

　生
涯
学
習
課

　

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

　第
１
次
住
居
表
示
の
実
施
か

ら
３０
年
近
く
た
ち
、
住
居
表
示

プ
レ
ー
ト
が
見
え
に
く
く
な
っ

て
い
る
も
の
や
、
建
て
替
え
等

で
表
示
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
が

あ
り
ま
す
。

　新
し
い
住
居
表
示
プ
レ
ー
ト

を
渡
し
ま
す
の
で
、
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　市
民
課

　☎
２３

−

３
９
２
４

　農
業
委
員
会
で
は
優
良
農
地

の
確
保
と
有
効
活
用
の
た
め
、

ま
た
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と

解
消
対
策
の
一
環
と
し
て
、
遊

休
農
地
等
の
実
態
調
査
を
し
ま

す
。
調
査
は
、
７
月
下
旬
か
ら

８
月
下
旬
に
か
け
て
市
内
全
域

　市
の
保
健
師
や
市
が
委
託
し

た
助
産
師
が
、
訪
問
日
程
を
あ

ら
か
じ
め
相
談
し
て
訪
問
し
、

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
や
、
お

母
さ
ん
の
育
児
に
対
す
る
不
安

や
悩
み
な
ど
の
相
談
に
乗
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援

に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
楽

し
く
育
児
が
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。
保
健
師
や
助
産
師

は
「
身
分
証
」
を
携
帯
し
て
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
訪
問
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

赤
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
な
ど
の
販

売
は
絶
対
し
ま
せ
ん
。
こ
の

事
業
に
便
乗
し
た
業
者
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

保
健
セ
ン
タ
ー

　

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

有

　明

　浜
／
７
月
２
日
（
水
）

一
の
宮
海
岸
／
７
月
１９
日
（
土
）

商
工
観
光
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

７
月
６
日
（
日
）
午
前
６
時
～

午
前
７
時
（
延
期
の
場
合
は

１３
日
（
日
）
）

破
損
し
た
住
居
表
示

プ
レ
ー
ト
は
付
け
替
え
を

遊
休
農
地
解
消
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
実
態
調
査

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の

　
　
　
結
果
を
公
表
し
ま
す

新
市
民
会
館
管
理
運
営
計
画（
案
）

わ
ん
ぱ
く

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ

市
営
住
宅
空
き
家
入
居
者

親
子
料
理
教
室

地
元
の
旬
の
魚
の
さ
ば
き
方

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

海
岸
・
河
川
の
一
斉
清
掃

海
開
き（
有
明
浜
・
一
の
宮
）

お
知
ら
せ

市
役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

料

料持 注

注

講

募
　集

子どもの生活習慣は家庭から

・早寝早起き朝ごはん
・ノーテレビデー
・昼間に身体を動かすなど、

家庭で無理のない範囲で行
いましょう

７月・８月は
家庭教育啓発月間

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

　人
の
つ
な
が
り
で
子
ど
も
を

育
て
る
～
健
康
な
大
人
環
境
が

健
や
か
な
子
ど
も
を
つ
く
る
～

　家
庭
や
学
校
、
地
域
で
大
人

た
ち
が
つ
な
が
り
、
愛
情
を
も

っ
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成

長
と
自
立
を
支
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

７
月
２９
日
（
火
）

午
後
３
時
～
午
後
４
時
３０
分

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ

ー
ル

高
松
市
保
健
所
主
幹
・
産
業
医

藤
川

　愛
先
生

青
少
年
育
成
観
音
寺
市
民
会
議

　万
引
き
は
犯
罪
で
す
。
し
か

し
、
万
引
き
を
繰
り
返
す
子
ど

も
た
ち
は
と
て
も
寂
し
い
思
い

を
し
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。

家
族
や
周
り
の
愛
情
が
欲
し
い

の
で
す
。「
物
を
盗
む
行
為
」
は

愛
情
欲
求
の
表
れ
で
す
。

　少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２５

−

４
２
５
１

作
品
展

８
月
１
日
（
金
）
～
３
日
（
日
）

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
３
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

観
音
寺
市
中
央
公
民
館
、
共

同
福
祉
施
設
、
働
く
婦
人
の

家
、
中
央
図
書
館

陶
芸
教
室
、
皮
革
工
芸
、
ち

ぎ
り
絵
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ

ィ
ン
グ
、
押
し
花
、
油
絵
、

か
な
書
道
、
て
ん
刻
、
絵
手

紙
、
初
心
者
書
道
教
室
、
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

合
同
芸
能
発
表
会

８
月
３
日
（
日
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

共
同
福
祉
施
設
軽
運
動
室

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
、
い
き
い
き

コ
ー
ラ
ス
教
室
、
マ
ジ
ッ
ク

教
室
、
ピ
ア
ノ
教
室
、
中
国

伝
統
呉
式
太
極
拳
、
民
謡
、

楽
し
い
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ

観
音
寺
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
４

市
民
講
座
作
品
展

　
　
合
同
芸
能
発
表
会

　児
童
の
健
全
育
成
や
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
個

人
や
団
体
の
皆
さ
ん
に
、
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
　
　
　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

教
育
功
労

観
音
寺
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
、
佐
野
篤
子
、
生
駒
龍

之
介
、
中
野
ゆ
か
り
、
大
西

孝
徳
、
片
山
祐
子

寄
附
功
労

　高
橋
照
一
郎
、
川
上
清
子

　全
国
規
模
の
大
会
等
に
お
い

て
３
位
相
当
以
上
の
成
績
を
お

さ
め
た
皆
さ
ん
に
、
市
長
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　牧
野
桜
子
（
常
磐
小
学
校
）、

薦
田
遥
（
高
瀬
高
等
学
校
）、
三

豊
工
業
高
等
学
校
メ
カ
ト
ロ
部

文
化
振
興
基
金
へ
の
寄
附

株
式
会
社
三
協

図
書
館
の
児
童
図
書
充
実
へ
の
寄
附

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
観
音
寺

感
謝
状
を
贈
呈

表
彰
状
を
贈
呈

あ
り
が
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
し
た

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

７
月
は
青
少
年
の

非
行
・
被
害
防
止
強
調
月
間

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

一人ひとりが節電に努めましょう

家庭や職場でできる節電

　ことしの夏も、四国内の原子力発電所が停止し、

節電が求められています。各家庭でも、次のポイン

トなどを参考に節電への協力をお願いします。

エアコン
・設定温度を２８度にし、

扇風機を併用する
・フィルターはこまめに

掃除する
・室外機の前は開放して、

直射日光を遮断する

冷蔵庫
・ドアの
　開閉を減らす
・庫内は詰め込みすぎ

ず、７０％程度で使用
する

テレビ・各種充電器・
テレビゲーム機・
パソコンなど
・電源タップを使用して

待機電力をゼロにする

その他
・すだれや
　緑のカーテン
　などで窓からの日差し

をカットする

主 講
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　普
段
見
る
機
会
の
な
い
セ
ン

タ
ー
施
設
を
一
般
開
放
。
家
庭

排
水
が
浄
化
さ
れ
る
様
子
の
見

学
や
実
験
を
通
し
、
自
由
研
究

な
ど
に
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

８
月
１７
日
（
日
）

１
部
午
前
９
時
３０
分
～
正
午

２
部
午
後
１
時
３０
分
～
午
後

４
時

下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
瀬
戸
町
）

小
学
生
と
保
護
者
、
一
般

８
月
８
日
（
金
）
ま
で
に
予
約

　下
水
道
課

　
　
　

　
　
　
　☎

２５

−

６
８
９
０

７
月
１
日
（
火
）
～
８
月
３１
日

（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

３０
分
（
月
曜
日
は
休
園
）

７
月
２１
日
（
祝
・
月
）
は
開
放

　
　２２
日
（
火
）
は
休
園

乳
児
は
使
用
不
可

保
護
者
の
責
任
で
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

水
不
足
の
場
合
は
中
止

萩
の
丘
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　☎

５４

−

２
８
０
１

　

７
月
２０
日
（
日
）、
２１
日
（
祝
・

月
）

午
前
１０
時
～
午
後
８
時

マ
シ
ン
ジ
ム
、
ス
タ
ジ
オ
、

プ
ー
ル
を
開
放

１６
歳
以
上
の
市
民

５０
人

電
話
ま
た
は
直
接
フ
ロ
ン
ト

へ
申
し
込
み

す
ぽ
っ
シ
ュ
豊
浜

　
　
　
　☎

５６

−
３
３
６
６

親
子
で
楽
し
も
う
！

　
　
　
下
水
道
ま
つ
り

萩
の
丘
公
園

幼
児
用
プ
ー
ル
無
料
開
放

す
ぽ
っ
シ
ュ
豊
浜

８
周
年
施
設
無
料
開
放

参加チーム募集
交通マナーアップコンテスト

高齢者交通安全キャンペーン２０１４
参加者募集

　９月から１２月までの間に、メンバー（５人で１

チーム）全員が無事故無違反だったチームの中か

ら抽選で旅行券などを贈呈します。参加資格は、

運転免許を持つ県内に在住または勤務の人。申込

書類は、警察署内の交通安全協会、市民課市民生

活係、香川県くらし安全安心課にあります。

募集期間　７月１日（火）～８月３１日（日）

　　　　　（当日消印有効）

賞品　１等　３０万円の旅行券（１チーム）

　　　２等　２０万円の旅行券（２チーム）

　　　３等　１０万円の旅行券（３チーム）

　４～７等　商品券など（参加チームの約１割）

　　企業賞　企業からの協賛品

参加費　１チーム２，５００円（１人当たり５００円）

問い合わせ先

　　　かがわ交通マナーアップコンテスト担当

　　　　　　　　　　　☎０８７－８３２－３２３１

月　日 スポーツ行事

７／６・２０・２７
会長旗争奪軟式野球大会
９：００～／総合運動公園ほか

１２・１３
三観地区中学校総合体育大会バドミントン競技
９：００～／市立総合体育館

１３
第３０回中田杯一般男女バレーボール大会
９：００～／大野原会館

１３・２１
四国アイランドリーグｐｌｕｓ公式戦
１３：００～／総合運動公園

２０
第５７回市交流大会兼体力つくり大会（ペタンク）
８：００～／萩の丘公園

２１
第２回四国スポンジボールテニス大会
１０：２０～／市立総合体育館

２７
ＹＹ（ワイワイ）カップキンボールスポーツ大会
１０：００～／市立総合体育館

８／３

第２０回観音寺オープンレディースバドミントン大会
９：００～／市立総合体育館
第２回レディース大会（ペタンク）
８：００～／萩の丘公園

９・１０
第３回Ｐ＆Ｐカップジュニアサッカー６年生大会
９：００～／総合運動公園

１０
リニューアル杯ソフトバレーボール大会
９：００～／市立総合体育館

　８月から１月までの間、無事故を達成した参加者

の中から抽選で１００人に無事故達成賞として３，０００

円相当分の商品券を贈呈。参加資格は、県内に居住

する６５歳以上の人。（平成２７年１月３１日までに６５歳に

なる人も参加可）

募集期限　７月３１日（木）

参 加 費　無料（ただし郵送代は参加者負担）

※詳しくは問い合わせてください。

問い合わせ先　香川県くらし安全安心課　

　　　　　　　　　☎０８７－８３２－３２３４

　　　　　　　香川県老人クラブ連合会　

　　　　　　　　　☎０８７－８３２－７８３３

　「交通マナーアップ宣言」をして、

　　　　　　　　　　　無事故を達成しよう！

ス
ポ
ー
ツ

注

発 生 件 数 　４０件（５２件）

死 者 数 　　１人（　０人）

負 傷 者 数 　４７人（６３人）

市内の交通事故 １／１～５／３１

（　）内は昨年
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

自
衛
官
候
補
生

　
　
　９
月
中
旬

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
女

随
時

一
般
曹
候
補
生

　
　９
月
１９
日
（
金
）
ま
た
は

２０
日
（
土
）

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
女

（
高
校
卒
業
見
込
み
含
む
）

８
月
１
日
（
金
）
～
９
月
９
日

（
火
）

　自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　☎

２５

−

６
１
２
２

発
達
障
が
い
児
（
者
）
の

　
　
　
　
　保
護
者
の
つ
ど
い

７
月
１０
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
正
午

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
（
三

豊
合
同
庁
舎
１
階
協
議
室
）

元
高
松
大
学
講
師

　早
期
支

援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

馬
場
広
充
先
生

情
報
交
換
等

発
達
面
で
気
に
な
る
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
な
ど

事
前
申
し
込
み
が
必
要

　同
事
務
所
保
健
対
策
課

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

　
　
　
　
　９
月
２１
日
（
日
）

三
観
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成

９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

（
居
住
圏
域
の
制
限
や
身
体

な
ど
の
基
準
あ
り
）

８
人
程
度

８
月
１
日
（
金
）
～
２２
日
（
金
）

　同
消
防
本
部
総
務
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
７
０

　
　同
病
院
人
事
課

　
　
　
　
　☎

５２

−

３
３
６
６

　フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
「
子
育

て
の
援
助
を
受
け
た
い
人
」（
お

ね
が
い
会
員
）
と
「
子
育
て
の

援
助
を
し
た
い
人
」（
ま
か
せ
て

会
員
）
が
、
子
育
て
を
助
け
合

う
有
償
の
活
動
組
織
で
す
。

　サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、

会
員
登
録
が
必
要
で
す
。
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

観
音
寺
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
観
音

寺
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
　
　☎

２５
−

７
７
７
３

○
思
春
期
相
談
＝
７
月
１４
日
（
月
）

午
後
２
時
～

○

心
の
健
康
相
談
＝
７
月
２３
日

（
水
）
午
後
１
時
４５
分
～

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

事
前
予
約
が
必
要

　同
事
務
所
保
健
対
策
課

　
　
　
　☎

２５

−

２
０
５
２

７
月
４
日
（
金
）、
２５
日
（
金
）、

８
月
２２
日
（
金
）

午
後
２
時
１５
分
～
午
後
４
時

（
毎
月
２
回
程
度
開
催
）

県
立
香
川
西
部
養
護
学
校

６
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
発
達

な
ど
に
悩
ん
で
い
る
保
護
者

を
対
象
に
、
教
育
や
就
学
の

個
別
相
談
を
受
け
付
け

事
前
連
絡
が
必
要

同
校

　
　☎

２５

−

１
７
７
５

７
月
２４
日
（
木
）

午
前
９
時
～
午
後
２
時

県
立
聾
学
校

ゼ
ロ
歳
児
～
高
校
生
と
そ
の

保
護
者
な
ど

無
料

事
前
申
し
込
み
が
必
要
（
申

込
書
は
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
請
求
）

同
校

☎
０
８
７

−

８
６
５

−

４
４
９
２

７
月
１５
日
（
火
）
～
１７
日
（
木
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

７
月
１４
日
（
月
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　同
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５

８
月
３
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
７
階

福
祉
機
器
展
示
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
相
談
会
、

盲
導
犬
体
験
歩
行

同
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
１
２

−

５
５
６
３

注 講 試
験
日

試
験
日

第
一
次
試
験

応募締切 筆記試験 面　接

看護師 ７／１１（金） ７／１９（土） ８／７（木）

看護師
他９職種

７／２５（金） ８／２（土） ８／２３（土）

　採用試験申込書（ホームページから
ダウンロード可）、成績証明書、卒業
見込証明書または資格免許証の写し

会
員
登
録
を

　
受
け
付
け
て
い
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

三
観
広
域
行
政
組
合

　
　
　
　
　
消
防
職
員

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
職
員

ウ
ィ
ズ
の
会

自
衛
官
採
用
試
験

就
農
相
談

目
の
見
え
な
い
人

見
え
に
く
い
人
の
た
め
の

福
祉
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

精
神
保
健
相
談

香
川
県
立
聾
学
校

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
会

ど
ろ
ん
こ
教
室
開
催

就
学
前
定
期
的
相
談
・
指
導
事
業

お
知
ら
せ

情
報

掲
示
板

募
　集

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

相
　談

提出書類

料 注
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問合先申込受付期間 注意注持参物持 主催主

　夏
休
み
に
向
け
て
、
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
順

次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

８
月
１０
日
（
日
）

午
後
１
時
３０
分
～

和
楽
器
演
奏
集
団
「
独
楽
」

の
和
太
鼓
演
奏
や
皮
張
り
の

実
演
（
見
学
無
料
）
と
、
小

太
鼓
を
実
際
に
作
る
体
験

（
有
料
）

小
太
鼓
作
り
は
、
先
着
４０
組

４
千
円
（
１
組
１
個
）

事
前
予
約
も
可

　ち
ょ
う
さ
会
館

　

　
　
　
　☎

５２

−
５
５
０
０

８
月
２
日
（
土
）

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
ぷ
ち
ふ
ら

わ
ぁ
（
旧
観
音
寺
東
幼
稚
園
）

駐
車
場
は
旧
観
音
寺
東
小
学

校
運
動
場

バ
ザ
ー
（
う
ど
ん
、
ち
ら
し

ず
し
、
ケ
ー
キ
な
ど
）、
お
楽

し
み
抽
選
会
、
大
野
原
龗
王

太
鼓
、
ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ
演
奏
会
、

東
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
発
表
、

金
魚
す
く
い

ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
ぷ
ち
ふ
ら

わ
ぁ

　
　☎

８２

−

６
１
１
１

　昔
な
が
ら
の
伝
統
漁
法
の
地

引
網
が
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。

お
魚
が
た
く
さ
ん
と
れ
た
ら
、

持
ち
帰
り
が
で
き
ま
す
。

７
月
１２
日
（
土
）

午
後
４
時
受
付
開
始

午
後
４
時
３０
分
～
午
後
６
時 

花
稲
漁
港

１
５
０
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

タ
オ
ル
、
サ
ン
ダ
ル
、
軍
手
、

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
な
ど

７
月
１
日
（
火
）
～
受
付
開
始
。

団
体
申
込
は
不
可
。
小
・
中
・

高
校
生
は
保
護
者
同
伴

花
稲
地
区
地
曳
網
実
行
委
員
会

　観
音
寺
市
地
域
振
興
イ
ベ

ン
ト
推
進
協
議
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内
）

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

　「
一
の
宮
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

で
ビ
ー
チ
や
公
園
の
ご
み
拾
い

を
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
２７
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

一
の
宮
公
園

同
実
行
委
員
会

　

　
　
　
　☎

５４

−

２
１
５
９

７
月
２１
日
（
祝
・
月
）

午
前
９
時
～
正
午

香
川
県
満
濃
池
森
林
公
園
森

林
の
館

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
自
然
や

森
林
の
役
割
を
学
ぶ
体
験
学

習
（
参
加
無
料
）

当
日
は
、
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

同
公
園
事
務
所

☎
０
８
７
７

−

７
８

−

３
３
６
４

「
お
魚　
と
れ
る
か
な
？
」

地
引
網
で
漁
師
さ
ん
体
験

一
の
宮
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
２
０
１
４

夏
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

ぷ
ち
ふ
ら
わ
ぁ
ま
つ
り

ち
ょ
う
さ
会
館
イ
ベ
ン
ト

和
太
鼓
演
戯
Ｉ
Ｎ
ち
ょ
う
さ
会
館

料

持

注

注

注主

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

夏休みの宿題おたすけコーナー

今月のおすすめ本

読書感想文や自由研究などに活用
してください

「塩レモン・塩ゆずレシピ」
高橋雅子／著　　池田書店／出版
さわやかな風味とフレッシュな香
りで、これからの季節にぴったり
の新感覚の調味料。作り方簡単！

休館日　　　　７・14・21・28 日

★おはなし会
★古典文学講座

12日（土）　　　10：30～11：30
19日（土）　　　９：30～11：30

大野原図書館

★おはなし会

★英語のおはなし会
★つぼみ愛書会
　「新老人の思想」五木寛之 著（幻冬舎）
★夏休みの読書感想文書き方教室

５日（土）　　13：30～14：10
26日（土）　　10：30～11：10
15日（火）　　11：00～11：30
18日（金）　　13：30～

25日（金）　　14：00～15：00

中央図書館

豊浜図書館

５日（土）　　13：30～14：30

26日（土）　　10：30～11：00

★工作教室
　牛乳パックで小物入れをつくろう！
★おはなし会
　絵本「うみにいったライオン」ほか

夏休みの読書感想文
書き方教室

日　時：７月25日（金）
　　　　午後２時～午後３時
場　所：中央図書館２階会議室
講　師：片山祐子 先生
対　象：小学生
　　　　（親子で参加ＯＫ）
持参物：筆記用具・のり
注　意：申し込みが必要

　読書感想文が毎年悩みの種、
という小学生のために、書き方の
コツやヒントを教えてくれます。

申し込み先
中央図書館　☎２３－３９６０

　以前、詐欺の被害に遭い「あなたのお金を取り返せるので、
手続きに必要な費用を振り込むように」との勧誘電話があった。
信用してよいかとの相談が寄せられています。
　これは、損を取り戻したいという被害者心理に付け込んだ悪
質な手口です。実存する公的機関を名乗ることもあり、手口は
巧妙化しています。要求された弁護士費用や手数料を支払って
も約束が実行されることはありません。決して相手にせず、不
審だと感じた時は相談してください。
消費生活に関する相談は　西讃県民センター　☎２５－５１３５
　　　　　　　　　　　　商工観光課商工係　☎２３－３９３３

詐欺の二次被害に注意
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日時 場所 内容 対象 募集人数 料金料講師講

相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　９日（水）・２３日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６２　　１６日（水）午前１０時～午

後３時　本庁地下会議室　日本年金機構善通寺年金事

務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　 ２日（水）

午前１０時～午後３時　本庁地下会議室　街角の年金相

談センター高松の相談員（公的年金全般相談可）

　　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　１１日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　 １０日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜　

８日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館会議室３

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後５時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～午後５時　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　９日（水）午後１時３０分～午後

４時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　３日（木）・１７日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ３日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１３日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　 　先着３人 　２日（水）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室　保健師

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人 　 ８日（火）・２２日

（火）午前１０時～午後３時　  社会福祉センターふれあ

い相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　１日（火）・１５日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 ３日（木）・１７日（木）午前１０時～正午

　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 １日（火） 

・１５日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館会議室２

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　 ２日

　（水）午前１０時～午後４時　観音寺市中央公民館２階会議室

／　１５日（火）午前１０時～午後４時　大野原中央公民館

３階会議室　就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　土・日・祝

を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成センター

　　　　 mazu1po@city.kanonji.lg.jp
行政相談　☎２３−３９１５　　１８日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家１階相談室

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

所

所

講

講

所

所

所

所

所

所
所

所

所
所

所

数

数

内 対

時

時

時

メール相談

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講

講所
　深
い
や
け
ど
を
負
っ
て
皮
が

む
け
か
か
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

水
流
が
強
い
と
、
余
計
に
皮
が

む
け
て
し
ま
う
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
氷
を

入
れ
、
患
部
を
冷
や
し
な
が
ら

す
ぐ
に
病
院
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。火

災

１
、１
４
６
件

６
件

火
災
・
救
急
件
数

1
1
〜

5
31

救
急

　夏
の
夜
の
風
物
詩
「
花
火
」

の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
最
近
の
花

火
は
、
吹
き
出
し
花
火
や
打
ち

上
げ
式
な
ど
、
幼
い
子
ど
も
に

は
非
常
に
危
険
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
花
火
を
楽
し
い
夏
の
思

い
出
に
す
る
た
め
に
、
次
の
こ

と
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
広
く
て
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

○
風
の
強
い
と
き
は
花
火
を
し

な
い

○
バ
ケ
ツ
に
水
を
用
意
す
る

○
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に

火
を
つ
け
な
い

○
子
ど
も
だ
け
で
絶
対
に
花
火

を
し
な
い

　万
が
一
、
や
け
ど
を
し
た
場

合
に
は
、
患
部
を
流
水
で
冷
や

し
ま
し
ょ
う
。
氷
や
ア
イ
ス
ノ

ン
は
、
急
激
に
冷
え
す
ぎ
て
凍

傷
の
よ
う
な
症
状
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

花
火
に
よ
る
事
故
に
注
意

５月１日～３１日（敬称略）

香典返し

流 岡 町

粟 井 町

池之尻町

植 田 町

大野原町萩原

粟 井 町

茂 西 町

柞 田 町

森川　裕子＝

安藤　慈德＝

住友　　勇＝

筒井美智子＝

斉藤　一成＝

西山　宏之＝

吉田　　満＝

大廣　幸一＝

宮﨑　　修＝

中村　成克＝

サチダンスクラブ＝

石川　敏充＝

柞 田 町

柞 田 町

柞 田 町

大野原町大野原

一般寄付

チャイルドシート寄付
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はつらつ会

10カ月児相談

愛あいサークル

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:00 ～ 14:00

ふれあい広場

育児相談

 観音寺茶話会

3 カ月児健診

筋力つけんな～教室

9:30 ～ 14:30

9:30 ～ 11:00

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

24

今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

62,832 
30,227 

24,268 
32,605 

角
かく

塚
づか

古墳⑤ （大野原町）観音寺市の
　古墳文化

６月１日現在
 外国人を含む

７

この広報紙は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

医
歯

薬

競

高
常

木
伊保

いき
ふれ

大集休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

大野原中央集会場
競輪場
常磐公民館
高室公民館
伊吹公民館
木之郷公民館

愛育会行事

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

豊福

骨密度測定

のびのび教室

今滝医院

久保歯科医院

ヤマニ薬局

第健調剤薬局

クニタクリニック

大西ただし歯科クリニック

スター薬局柞田店

ケイ・アイ薬局

たしろ医院

ことひき薬局

第健調剤薬局

辻整形外科医院

三宅歯科医院

姫浜調剤薬局

久保外科整形外科医院

とよしま歯科医院

ひまわり調剤薬局くにた

快生堂豊浜調剤薬局

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

医

医 医

医

医

歯

歯

歯

歯

薬

薬

薬

薬

薬

木

木

木

木

保

保

保

保

高

高

常

常

常

競

高

高

伊

高

いき

いき

大集

はつらつ会

筋力つけんな～教室

はつらつ会

筋力つけんな～教室

愛あいサークル

ゆう酸素リフレッシュ体操

もぐもぐレッスン

9:00～11:00

13:30～15:00

9:00～11:00

13:30～15:00

9:00～14:00

9:30～11:30

10:00～11:30

いき

いき

いき

ふれ

ふれ

3 カ月児健診

13:30 ～ 14:00

いき

ふれ

ふれ

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

健康栄養相談

ぴよぴよクラブ

育児相談

パパママ教室

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

9:00 ～ 11:30

いき

いき

いき

いき

いき

いき

豊福

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

さわやか栄養教室

1歳6カ月児健診

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

健康相談

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

のびのび教室

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

3歳児健診

あぶあぶひろば

わくわくクラブ

のびのび教室

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 14:15

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:00 ～ 14:30

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 15:00

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 14:15

9:00 ～ 14:00

9:00 ～ 14:00

13:30 ～ 15:00

（H26 年 1 月生まれ）

（旧観音寺市Ｈ２2 年 12 月生まれ）

（旧観音寺市Ｈ２4 年 12 月生まれ）

（旧観音寺市Ｈ２5 年 9 月生まれ）

（旧観音寺市Ｈ２６年4 月生まれ）

ふれあい広場

筋力つけんな～教室

ふれあい広場

のびのび教室

いき いき

ふれ

大集

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

はつらつ会

愛あいサークル

健康栄養相談

ふれあい広場

元気なのぅ（脳）～教室

9:00 ～ 11:00

9:00 ～ 14:00

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 14:30

13:30 ～ 15:00

要予約

要予約

　平成２３年度の調査では、周
しゅう

濠
ごう

の外側

斜面部を確認することができ、周濠の

形態が分かり始めました。周濠内底部

には黒色土があり、その上層には昭和

の時代に運び込まれたと思われる大量

の小石や土砂が堆積しているのを確認

しました。このことにより、角塚の墳

丘周囲にある平坦部は、新しく後から造成されたものであるこ

とが分かりました。（周濠＝古墳の周りに掘られた濠
ほり

）

−次号に続く−

粟井町  ☎27−6218

豊中町  ☎62−2221

昭和町  ☎23−0502

豊浜町  ☎56−3477

柞田町  ☎25−1577

吉岡町  ☎57−5095

柞田町  ☎56−1280

豊浜町  ☎52−1818

南町　  ☎25−8413

南町　  ☎56−0062

豊浜町  ☎56−3477

池之尻町 ☎57−1100

山本町  ☎63−8500

豊浜町  ☎52−1733

柞田町  ☎25−5515

植田町  ☎24−5775

柞田町  ☎56−0050

豊浜町  ☎56−3260

豊福

常

常

常

いき

いき

はつらつ会

1 歳 6 カ月児健診

愛あいサークル

ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:00 ～ 14:00

13:00 ～ 16:00

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
   Ｈ26 年 3 月・4 月生まれ）

いき

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

７月の納税
固定資産税・都市計画税　　　　（２期）
国民健康保険税　　　　　（１期・全期）
後期高齢者医療保険料　　（１期・全期）
介護保険料　　　　　　　（１期・全期）

納期限　７月31日（木）
納め忘れのないよう、便利な口座振替をぜひ
利用してください。税務課　☎２３－３９２２

保

☎　２３－３９６４
☎　２３－３９６２
☎　２５－７７９１

▲周濠の検出状況

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
   Ｈ24 年11月・12月生まれ）

愛

愛保


